
記 者 発 表（ 資 料 配 布 ） 

月  日 
（曜日） 

担当所属名 Ｔ ＥＬ 
発 表 者 名 
(担当部所) 

その他の配布先 

６月３日 
（金） 
10:00 

ひょうごボランタリー 
プラザ 

078-360-8845 

所長代理 
鬼本 英太郎 

（次長兼総務調整部長 

 松原 富美子） 

県政記者クラブ 

 

ひょうご・東日本大震災被災地「絆」ボランティア活動支援事業について 

（県立高等学校実施分） 

  

ひょうごボランタリープラザは、東日本大震災発災直後から、被災地支援ボランティアバス

事業を実施し、高校生をはじめとするより多くの県民による現地でのボランティア活動を支援

してきました。 

東日本大震災から６年目を迎える今年度も、県教育委員会の協力を得て広く県立高等学校に参加

を募ったところ、年間で６０３人（予定）と昨年度の５９２人を若干上回った数の県立高校生が、

プラザのボランティアバスにより現地に赴き、仮設住宅等の被災者を励まし、交流し、被災地と

の絆を深めることとなりましたので、お知らせします。 

 
 
１ 応募状況 

(1)  申請学校数  １９校（うち４校が初申請） 
(2) 参加学校数  ３４校以上（調整中の学校が若干数） ＊複数校による協働実施を推奨。 
(3)  参加人数   ６０３人（予定：スタッフを含むと 690 人。690 人のうち初参加 450 人。） 

 

２ 目的・効果 

本県からは、東日本大震災発災直後から、阪神・淡路大震災の経験と教訓を踏まえ、多くのボ

ランティアが現地に赴き、被災者との交流を育んできた。 
プラザは、高校生をはじめとするより多くの県民と東日本大震災の被災者との絆を深め、助け

合いの文化をつなぎ、今後懸念される災害への備えとする活動の継続を支援するとともに、阪神・

淡路大震災を経験していない高校生をはじめとする若い世代については、東日本大震災の被災地

を見ることを通じて学びを深めてもらうことも含めて、ボランティアのすそ野が広がるよう支援

していく。 



（参考１ 平成 28年度 実施予定校一覧） 

実施時期 参加校 
（下線 申請校、ゴシック 初申請） 

台数・ボランティア参加人

数（（ ）内数スタッフ含む） 訪問先 活動（交流）場所等 

7/15～18 高砂南高校 1 台・２１人 

（23人） 

宮城県気仙沼市 仮設住宅 

7/16～18 佐用高校 １台・２２人 

（25人） 

宮城県石巻市 仮設住宅、学校 

7/21～24 西脇北高校、 

有馬高校、小野工業高校、 

青雲高校ほか（調整中） 

２台・６０人 

（70人） 

宮城県石巻市、 

南三陸町 

仮設住宅、学校、 

公園整備、山林保

全 

7/22～24 西脇高等学校 1 台・３０人 

（35人） 

宮城県南三陸町 公営復興住宅 

7/25～28 神戸高校、東灘高校、 

御影高校、 

神戸市立葺合高校 

２台・４８人 

（60人） 

宮城県南三陸町 仮設住宅、学校 

7/29～31 西脇工業高校 １台・４０人 

（44人）  

宮城県石巻市 地元 NPO 等、 

花壇制作 

8/1～3 淡路三原高校、洲本高校、 

洲本実業高校、津名高校、 

淡路高校 

１台・３２人 

（35人） 

宮城県石巻市、   

東松島市 

仮設住宅、学校 

8/2～4 舞子高校 １台・３５人 

（40人） 

宮城県東松島市、

石巻市 

仮設住宅、学校 

8/2～4 姫路南高校 1 台・２３人 

（26人） 

岩手県釜石市 仮設住宅、 

8/5～7 社高校 １台・２５人 

（30人） 

福島県いわき市 仮設住宅 

8/7～10 豊岡総合高校、日高高校 

大岡学園高等専修学校 

１台・１７人 

（20人）  

宮城県気仙沼市、

石巻市 

仮設住宅、学校、

復興市場 

8/9～11 宝塚東高校、伊丹高校 １台・４０人 

（44人）  

宮城県東松島市、 

松島市 

仮設住宅、学校、 

8/18～20 香寺高校 １台・３０人 

（33人） 

宮城県石巻市 仮設住宅、高齢者

施設 

8/21～24 西宮香風高校、 

西宮南高校、神戸甲北高

校 

１台・３５人 

（45人） 

宮城県仙台市 学校、その他 

9/22～25 赤穂高校（全日・定時制）、 

 

１台・３０人 

（34人） 

宮城県気仙沼市 地域、学校 

12/11～14 多可高校 

 

１台・２２人 

（25人） 

宮城県七ヶ浜町 幼稚園、保育所、

施設、仮設住宅 

1/6～9 星陵高校 １台・３６人 

（40人） 

宮城県名取市 仮設住宅、老人福

祉施設、学校 

3/16～19 尼崎小田高校 １台・３２人 

（34人） 

宮城県登米市、南

三陸町、気仙沼市 

仮設住宅、病院等

各施設 

3/26～29 明石南高校 １台・２５人 

（27人） 

宮城県南三陸町 仮設住宅、 

漁業支援 

 申請校：１９校 

参加校：３４校（調整中） 

２１台・６０３人 

（690 人） 

  

 
 



 
（参考２ 平成 27年度 東日本大震災ボランティアバス実施県立高等学校等の数） 

 

年 度 参加学校数 
（延べ） 

実施台数 
（延べ） 

参加人数（延べ） 
（（ ）内数はスタッフ含む） 備  考 

平成 27 年度 １９ ２２台 ５９２人（684 人）  

＊申請主体が県立高等学校となっているものの数 
 
 
※ 平成 23 年３月～平成 28年３月までの東日本大震災支援ボランティアバス実績（全体） 
  ２０８回 ３０３台 ７，２３４人 


